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発表者について

小林 希（こばやし のぞむ）

年 三井物産勤務開始
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ本部配属（ｲﾝﾌﾗ関係）

年 韓国ｿｳﾙ駐在

年 東京勤務
ｱﾌﾘｶ担当

年～ 出向（在ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ）
新規事業開発担当
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三井物産のサブサハラアフリカでの主要事業

石油･ｶﾞｽ事業：
✓ ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ
✓ 赤道ｷﾞﾆｱ
✓ ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ （浮体式海

洋石油・ガス生産貯蔵積出設備）

✓ ｶﾞｰﾅ

発電事業：
✓ 南ｱ ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ緊急電源
✓ 南ｱ 風力発電

拠点（ｱﾌﾘｶ大陸全土は 拠点）

物流ｲﾝﾌﾗ事業：
✓ ｶﾞﾎﾞﾝ 港湾ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
✓ ﾙﾜﾝﾀﾞ 内陸ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ

通信ｹｰﾌﾞﾙ事業：
✓ との を
ｳｶﾞﾝﾀﾞ、ｶﾞｰﾅ、ﾘﾍﾞﾘｱで展開

農業ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ事業：
✓ 戦略ﾊﾟｰﾄﾅｰ がｻﾌﾞｻﾊﾗｱﾌﾘ
ｶ か国超で事業展開

ｻﾌﾞｻﾊﾗｱﾌﾘｶ
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について

年創業、ｻﾌﾞｻﾊﾗｱﾌﾘｶを中心に全世
界 か国で事業展開、役職員 人超

主な事業内容：
農家向け農業資材の販売
農家からの農産品集荷･輸出
加工品の製造･販売

小規模農家数百万軒へのｱｸｾｽ、物流･販
売･集荷ﾈｯﾄﾜｰｸが強み！ 三井物産は 年

に約 億円出資！
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サブサハラアフリカのビジネスのポテンシャル

人口増加、若い平均年齢、消費の成長

資源（豊かな自然、未耕作地、化石燃料･鉱物等）

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ、ﾘｰﾌﾟﾌﾛｯｸﾞ
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何故ザンビアなのか？

多くの産業が民間主導であること、農家との直接取引が可能

強い産業基盤、官民様々な企業・組織の活動が活発

政治的安定、治安の良さ
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新規事業 の取組

• 年に三井物産・ にて実証事業開始
• 在ｻﾞﾝﾋﾞｱの のｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 と連携
• 同社は創業 年、従業員 人超、毎年 万超
の農家とのｺｯﾄﾝ生産契約

• ｺｯﾄﾝの他、大豆やﾋﾏﾜﾘ種子も農家から集荷

• ｺｯﾄﾝは し輸出
• 食用油を製造し国内販売
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新規事業 の取組

のｺｯﾄﾝ農家との生産契約をｽﾏﾎｱﾌﾟﾘで
実現、現場の にてﾊﾝﾄﾞﾙ

が契約農家に提供する農業資材（種子、
農薬・肥料等）も同じｱﾌﾟﾘで記録

→
収穫後、ｺｯﾄﾝを
買上げる際もｱ
ﾌﾟﾘ上で実施
集荷袋を二次
元ｺｰﾄﾞで記録・
管理

←

ｽﾏﾎで取得したﾃﾞｰﾀは
都度ｻｰﾊﾞｰに吸上げ

によりｵﾌﾗｲ
ﾝ環境にも対応
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新規事業 の取組

最終消費者農家 工場 紡績工場 ～ ～ ～～～～縫製

農家契約・耕作・収穫・集荷
後

ｺｯﾄﾝ
糸 生地・洋服

産地 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

ｺｯﾄﾝ輸出後もその後のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ関係者と連携し最終消費者迄ﾄﾚｰｽ、
ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝを活用しﾃﾞｰﾀを記録！
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新規事業 の取組

提携ﾌｧｯｼｮﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞの対象ｱｲﾃﾑを店頭でご購入頂き、ｽﾏﾎにて二次
元ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすればｺｯﾄﾝ生産農家の情報にｱｸｾｽ

←売上の一部を活用
して、産地側で農家の
生産性向上、環境課
題や生活環境の改善
に取組む“還元ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ”を実施
進捗をﾁｬｯﾄｱﾌﾟﾘで確
認可能

年 月以降、複数のﾌｧｯｼｮﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞ様にて採用
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新規事業 の取組

+

環境再生型農業の導入
新しい種子の導入
新しい輸出作物の導入

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ下流産業誘致
農村での家内工業創出

産業振興と収入の向上・多様化

生産・生活の効率化、質の向上
児童労働・森林消失ﾘｽｸの低減

通信ﾀﾜｰ

ｵﾌﾗｲﾝ ﾎﾟｲﾝﾄ

ｺﾐｭﾆﾃｨｵﾌｸﾞﾘｯﾄﾞ電源の導入
安定的生活・農業用水の確保
薪の代替燃料（ 等）の導入
ﾈｯﾄﾜｰｸ環境の整備

基礎ｲﾝﾌﾗの整備

営農指導と職業ｽｷﾙ習得ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
児童教育支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

遠隔医療ｻｰﾋﾞｽ

社会ｻｰﾋﾞｽの導入

収入安定化の為の保険ｻｰﾋﾞｽ
将来への投資の為のﾛｰﾝ

農家ｺﾐｭﾆﾃｨ

産地側のﾆｰｽﾞを基に様々な“還元ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ”を企画・実施中！

↓小規模なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施済
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協業のお誘い

ｻﾞﾝﾋﾞｱ・ｱﾌﾘｶ発の商品・原材料の素晴らしさを世界に伝えたい方！

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ、通信、ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ等、関連技術に強みをお持ちの方！

“還元ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ”に関連しｿﾘｭｰｼｮﾝをお持ちの方！
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